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答えて市長！
一般質問
　今定例会では、16名の議員が市政全般に
わたり、市の見解をただしました。
主な内容を質問者が要約してお知らせしま
す。詳細は会議録をご覧ください。
　会議録は、ホームページや市立図書館で
閲覧できますが、今定例会の会議録の提供
は、２月下旬となる予定です。

一般質問

安全・快適なまちづくり
適正管理と必要性を研究

降旗　聡
問 ウニクス東側にある保緑道の再整備が必要である
と考えるが、市の見解は。
答 保緑道には、約320メートルの区間に、154本の
カツラの木とサツキツツジなどの低木を植樹してお
り、これらの樹木を適切に管理するため、年に１～２
回の剪定作業と、害虫が発生した場合には薬剤散布を
行っている。現在のところ、大規模な再整備を行う計
画は無いが、引き続き、樹木の育成状況を把握し、快
適な緑道空間を保てるよう維持管理に努める。

問 吉川駅北口周辺地区のゾーン30整備について市
の見解は。
答 ゾーン30は、生活道路や通学路における歩行者
などの安全を確保することを目的として、区域を決め
て時速30キロの速度規制を実施するもの。また、そ
の他の安全対策と組み合わせ、区域内における速度抑
制や区域内を抜け道として通行するための行為を抑制
するもの。このため、ゾーン30の整備にあたっては、
警察・公安との協議はもとより、地元の要望・理解・
協力なども不可欠なため、整備の必要性について研究
する。

スポーツ施設整備検討進捗

戸田　馨
問 令和２年９月定例会で「分散型でのスポーツ施設
の充実も含めて検討」との答弁をいただいた。検討の
進捗、また用地として活用できる可能性がある場所は。
答 市有地や関係団体所有地をスポーツ施設として活
用できる可能性に着目し、分散型スポーツ施設整備の
検討を進めるため、庁内に「分散型スポーツ施設整備
検討会」を設置する。活用できる可能性がある場所と
して市所有「環境センター一般廃棄物最終処分場用
地」、東埼玉資源環境組合所有「第二最終処分場用地」
を挙げる。

♦子ども達の多様な教育への支援
問「市内すべての子ども達に多様な幼児教育の機会
を」という観点から、幼保無償化の対象外となった幼
稚園類似施設に通う子どもの家庭への支援検討を進め
ていただきたいがいかがか。
答 今ここで「こういう形にする」という結論は出せ
ないが、春に向けて「市内の子ども達すべてに」との
観点から対応を考えたい。

東口開発　駅前商業ゾーン
応募事業者はなく再募集へ

伊藤　正勝
問 美南駅東口開発の商業ゾーンは、新しい吉川の顔
になるスペース。公募の状況、結果を伺いたい。
答 商業・業務ゾーンのうち北側画地（4 万４千㎡）
を一括して公募した。8 月に募集要項の配布を始め
11 月に申し込みを受付けた。問い合わせはあったが
応募はゼロだった。事情を調べた上、次の対応を考え
ることになる。
問 北側に続く南側用地については公共施設等の構想
を固めて別途公募するとのことだが、検討委員会の発
足や協議内容について説明を。
答 駅前にどんな公共施設を設置すべきか、文化施設
を含め幅広く検討することになる。外部有識者など 8
人の委員を委嘱。12 月中に発足し翌年度中に報告を
提出してもらうことになる。
ホールの設置など確定していることはない。

◆「最終処分場」。吉川市主体で活用検討へ。
問 リユースの第 2 最終処分場。これは「天の恵み」。
今後の取り組みの考えの説明を。
答 利用中止や安全の覆土の計画の話があった。今後
は吉川市主体で活用策を考える。
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